
「現

ト
ガ
シ
ノ
見
ケ
富
樫
介
富
樫
氏
は
忠
額
の
時

か
ら
加
賀
介
に
任
ぜ
ら
れ
、
吉
宗
・
宗
助
を
綬
て
家

凶
に
至
っ
た
。
家
凶
石
川
郡
富
樫
郷
に
居
る
を
以
て

初
め
て
富
樫
介
と
稽
し
、
信
家
・
家
定
相
承
け
、
家

絡
は
早
世
し
て
家
直
・
務
家
後
を
襲
い
だ
℃
務
家
文

治
元
年
額
朝
に
召
さ
れ
て
加
賀
の
守
秘
と
な
る
に
及

び
、
般
に
朝
廷
よ
り
漉
せ
ら
れ
た
閥
街
の
次
官
で
は

な
く
、
幕
府
の
地
方
敬
員
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
も
泰
家
及
び
そ
の
子
孫
は
倫
官
接
介
を
遁
名
と

し
た
。
E
F
ガ
シ
ノ
ソ
ウ
シ
ヤ
富
樫
惣
紅
白
山
繭
頂
由

来
起
に
、
毎
年
六
周
十
八
日
白
山
部
頂
靭
戸
関
之
容

詣
井
上
道
者
入
目
之
日
砲
を
載
せ
て
、
締
柴
銭
富
樫

に
在
っ
て
・
家
督
を
受
け
た
。
案
ず
る
に
愈
経
関
蔵
富

樫
氏
諮
孫
大
桑
氏
系
闘
に
、
『
恒
泰
、
泰
高
養
子
。

介
。
法
名
遁
安
。
践
=
泰
雲
寺
隠
刊
天
文
四
年
五
年
十

一
日
率
死
。
一
本
作
=
穂
泰
刊
』
と
あ
る
。
極
泰
は
永

正
十
年
持
軍
義
予
が
義
穫
と
改
め
た
後
の
名
で
あ
ら

号
と
思
は
れ
る
が
、
之
を
恒
泰
と
し
た
も
の
は
字
形

の
類
似
か
ら
来
た
諌
謬
で
、
そ
の
別
名
と
は
思
は
れ

ぬ
。
ト
ガ
シ
ナ
リ
ハ
ル
富
樫
成
春
敬
家
の
子
。
幼

名
鍋
蛍
丸
。
敬
家
嘉
吉
元
年
六
月
将
軍
足
利
義
敬
の

穏
に
件
う
て
京
師
を
亡
命
し
た
後
、
そ
の
治
医
等
成

春
を
奉
じ
て
、
叔
失
禁
高
と
加
賀
凶
を
事
う
た
が
、

交
安
四
年
五
周
ご
人
は
各
そ
の
牢
を
領
し
、
共
に
富

樫
介
を
稽
ず
る
こ
と
に
妥
協
し
た
。
成
春
の
所
領
は

北
部
で
、
腐
館
は
野
J

市
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
然

る
に
成
春
は
そ
の
後
失
政
し
て
亡
命
し
た
如
く
、
長

線
一
一
年
将
軍
義
政
は
そ
の
領
を
赤
松
政
則
に
賜
ふ
こ

と
に
な
り
、
成
春
は
覚
E
=
一
年
流
隣
の
申
に
政
し
、

法
名
を
大
仙
寺
と
い
う
た
。
子
政
親
そ
の
後
を
承
け

る。

ト
カ

惣
枇
間
金
鎚
宮
ご
百
文
云
々
と
あ
る
。
同
は
・
皆
様
の
一
出
陣
や
・
促
し
た
。
附
貞
は
将
軍
足
利
義
昭
の
敬
替
を

略
で
あ
り
、
金
鎚
宮
は
印
ち
富
樫
郷
か
富
概
庄
か
の
一
得
た
の
で
、
特
に
之
に
邸
ぜ
ん
と
じ
た
が
、
闘
中
の

惣
祉
で
あ
る
と
思
は
れ
る
が
、
今
詳
か
で
な
い
。
一
土
民
等
信
長
が
本
願
寺
の
敵
た
る
般
に
、
暗
貞
の
行

ト
ガ
シ
ノ
プ
イ
へ
富
樫
信
家
家
凶
の
子
で
、
一
動
や
・
怒
り
、
試
用
附
貞
の
館
を
悶
ん
で
火
を
政
つ

次
郎
と
穏
し
た
。
露
卑
分
脈
大
系
闘
に
信
家
は
白
山
一
た
。
晴
貞
印
ち
大
莱
寺
に
逃
れ
た
が
、
土
民
の
叉
之

の
総
長
夜
に
補
せ
ら
れ
、
合
戦
の
時
討
た
れ
た
と
あ
一
・
官
僚
く
に
及
び
、
そ
の
長
子
哨
友
と
共
に
河
北
郡
停

る
。
そ
の
討
死
の
年
紀
も
地
磁
も
明
ら
か
で
な
い
。
一
般
寺
に
逃
れ
て
塗
に
自
刃
し
た
。
附
友
は
組
雲
と
稽

ト
ガ
シ
ノ
マ
ツ
富
樫
の
松
石
川
郡
野
々
市
新
一
し
、
大
莱
寺
の
塔
顕
・
踊
安
軒
に
住
し
て
時
た
も
の
で

の
日
長
瀬
隠
吉
郎
兵
衛
の
陸
前
に
、
笥
織
の
松
と
抑
制
一
あ
る
。
叉
附
点
の
一
一
子
彦
次
郎
卸
光
、
三
子
組
弘
侍

す
る
古
木
が
あ
っ
た
。
吉
郎
兵
衛
も
笛
機
氏
の
際
流
十
者
は
野
々
市
に
戦
死
し
た

o
m本
問
友
を
時
友
に
、

で
あ
る
と
い
ひ
、
元
旦
に
こ
の
松
の
樹
皮
荷
摘
に
浸
一
郎
党
そ
蹄
三
叉
は
郷
上
に
作
る
も
の
は
皆
殺
な
る
ぺ

し
て
飲
む
を
佳
例
と
し
た
。
俗
に
之
脅
御
帳
而
松
と
一
〈
、
越
殺
到
三
州
志
は
文
時
友
を
越
中
に
遮
れ
た
と

いえ
J

た
の
は
、
務
の
公
縛
に
稜
録
せ
ら
れ
て
ゐ
る
認
一
し
て
ゐ
る
。
附
貞
は
紐
月
叉
は
超
月
婦
と
脱
し
、
最

で
あ
る
。
明
治
十
三
年
之
を
伐
倒
し
た
。
一
も
馬
そ
描
く
こ
と
や
・
好
ん
だ
。
蹴
蹴
今
大
莱
寺
・
普

ト
ガ
シ
ノ
ヤ
カ
タ
富
樫
ノ
館

J
ノ
ノ
イ
チ
カ
一
一
悦
寺
等
に
減
ず
る
。
法
名
惑
光
寺
明
附
。

y
セ
キ
野
，
市
館
述
。
ト
ガ
シ
ジ
ヨ
ウ
官
僚
城
。
一
ト
ガ
シ
ハ
ル
ト
キ
富
樫
晴
時
石
川
郡
欝
性
寺

ト
ガ
シ
ノ
リ
イ
へ
富
樫
教
家
誠
春
の
次
子
。
一
実
容
に
年
不
稀
有
一
月
抗
日
付
附
時
指
名
の
も
の
が
あ

永
亭
況
年
悶
七
月
日
持
容
が
早
慨
し
た
儒
に
家
脅
鱗
一
っ
て
、
そ
の
花
抑
は
同
寺
蹴
弘
治
三
年
十
月
ご
十
三

い
だ
も
の
で
、
識
端
例
舵
后
日
記
に
は
同
年
九
月
寸
宏
一
日
付
笥
模
加
賀
介
附
饗
の
も
の
と
同
じ
い
。
哨
泰
は

日
の
僚
に
、
『
富
樫
刑
部
一
大
輔
今
日
初
出
仕
』
と
あ
一
附
貞
の
初
名
で
あ
る
か
ら
、
附
時
も
亦
哨
貞
の
こ
と

る
。
然
る
に
嘉
吉
元
年
六
月
十
八
日
将
軍
足
利
義
敬
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

の
意
に
件
う
て
失
践
し
、
爾
後
そ
の
子
成
春
と
成
春
一
ト
ガ
シ
ハ
ル
ヤ
ス
富
樫
晴
泰
晴
泰
の
名
は
富

の
叔
矢
務
高
と
の
聞
に
相
績
の
事
脅
惹
起
し
た
。
敬
一
樫
氏
の
系
闘
に
見
え
ぬ
が
、
億
綬
聞
に
殺
す
る
伺
事

家
の
夜
年
は
知
れ
な
い
が
、
交
安
四
年
と
す
る
誌
は
一
記
録
と
題
す
る
番
中
に
、
富
樫
小
次
郎
哨
泰
が
安
威

様
で
あ
る
。
法
名
郡
興
寺
。
一
兵
部
光
備
と
、
加
賀
南
由
江
庄
の
腕
領
を
事
う
て
理

ト
ガ
シ
ハ
ル
ザ
ダ
富
樫
暗
貞
砲
泰
の
次
子
。
一
迩
に
な
っ
た
天
文
十
四
年
九
周
一
日
附
の
裁
判
容
が

遺
構
小
次
郎
。
一
部
泰
縄
・
哨
濃
叉
は
哨
時
。
天
文
一
載
せ
ら
れ
て
関
て
、
小
次
郎
附
饗
は
即
ち
小
次
郎
晴

四
年
軍
用
組
泰
が
越
前
で
死
し
、
附
貞
の
そ
の
後
を
一
貞
の
初
名
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
o
石
川
都
議
検
寺
文

受
け
た
こ
と
は
、
天
文
日
記
天
文
抗
年
間
十
月
十
九
一
種
弘
治
三
年
十
月
サ
=
一
日
附
の
も
の
に
、
加
賀
介
明

日
の
僚
に
、
『
笛
模
小
次
郎
方
よ
り
替
紋
雄
太
万
之
代
一
稜
と
あ
る
の
も
同
じ
い
0
・

百
疋
馬
代
来
候
。
是
は
宮
鶴
代
姶
祝
儀
に
来
。
』
と
あ
一
ト
ガ
シ
マ
サ
イ
へ
富
樫
昌
家
民
春
の
子
。
幼

る
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
元
組
元
年
間
用
織
田
信
長
一
名
竹
預
丸
。
正
平
十
七
年
ハ
貞
治
元
〉
桃
井
直
常
が
加

越
前
に
入
っ
て
朝
食
氏
を
攻
め
、
晴
貞
に
封
し
て
亦
一
賀
を
健
さ
う
と
し
た
時
、
昌
家
の
軍
は
越
中
に
入
つ

て
之
と
戟
ひ
、
ご
十
三
年
ハ
邸
安
元
)
に
は
斯
波
義
締

と
共
に
叉
直
常
そ
討
ち
、
建
徳
元
年
ハ
路
安
一
一
一
〉
に
も

亦
義
勝
と
共
に
桃
井
直
和
を
倒
L
た
。
後
恩
昧
記
に
、

天
授
四
年
ハ
永
和
四
〉
穴
周
七
日
祇
閑
輿
迎
脅
将
軍
足

利
義
諸
が
四
傍
洞
院
に
斑
ん
と
し
た
時
、
そ
の
接
般

を
構
へ
た
と
い
ふ
も
こ
の
昌
家
の
こ
と
で
あ
る
。
叉

後
愚
昧
記
に
弘
和
三
年
〈
永
徳
三

X
ハ
月
サ
五
日
義
瀦

が
邑
家
の
第
に
臨
ん
だ
と
い
ひ
、
白
山
富
碇
搬
講
中

記
録
に
は
元
中
元
年
ハ
辛
一
徳
元
〉
符
用
十
九
日
堂
社
上

械
の
際
富
樫
介
が
京
都
か
ら
御
創
一
一
践
・
制
馬
一
一
位

を
下
し
た
と
あ
る
。
そ
の
死
は
常
柴
担
に
元
巾
元
年

〈
嘉
麗
四
v
四
局
に
笥
樫
介
他
界
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

法
名
手
山
海
緒
。

ト
ガ
シ
マ
サ
チ
カ
富
僅
政
親
こ
〉
政
親
と
赤

松
氏

i
皆
様
政
親
は
成
春
の
子
で
、
幼
名
そ
問
責
丸

と
い
う
た
。
成
春
初
め
加
賀
拍
盆
・
を
得
て
守
謎
吸
を

帯
し
て
ゐ
た
が
、
失
政
に
よ
っ
て
野
，
市
を
失
嫁
し

た
ら
し
く
、
長
旅
ご
年
そ
の
跡
を
赤
松
政
則
に
賜
う

た
の
で
、
成
春
の
被
官
岩
室
某
等
政
親
を
奉
じ
て
こ

れ
を
妨
害

L
た
が
、
聞
よ
り
問
的
を
建
し
な
か
っ

た
。
寛
正
三
年
成
春
流
離
の
中
に
袈
L
、
政
親
八
歳

に
L
て
後
を
受
け
た
が
、
こ
の
頃
は
山
，
内
に
厨
た

こ
と
L

思
は
れ
る
。
次
い
で
際
仁
元
年
京
都
の
騒
乱

に
は
、
政
親
の
兵
西
軍
に
臨
し
て
ゐ
た
が
、
六
周
九

日
東
軍
に
降
ら
ん
こ
と
を
巾
入
れ
た
と
こ
ろ
、
細
川

勝
元
は
富
樫
氏
が
そ
の
誠
意
を
示
す
録
、
山
名
・
白
山

諸
氏
と
一
戦
す
ぺ
き
こ
と
を
求
め
た
け
れ
ど
も
、
之

に
従
ふ
能
は
ず
L
て
向
西
軍
に
止

b
、
十
七
日
東
軍

の
箆
に
そ
の
密
を
焼
か
れ
ん
こ
と
を
恐
れ
て
自
ら
放

火
L
た
と
あ
る
。
併
L
臨
仁
記
入
月
品
川
三
日
の
僚
に

は
、
宮
小
路
の
釘
貨
を
鶴
賀
丸
の
衆
が
持
堅
め
た
と

あ
っ
て
、
阪
に
東
軍
に
節
し
て
ゐ
た
こ
と
L
思
は
れ

る
。
後
文
明
中
に
去
り
、
政
則
は
油
田
領
帰
路
・
備
前
・

五
八
三


